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 （１）子どもたちと取り巻く環境 

○ 新旧住宅地の混在校区。高江ニュータウン、判田台の 2 大住宅地からは総児童数の８割近くが通っ

てくる。 

○ 地域の方々の「判田の子どもは判田で育てる」という意気込みが強く、学校行事や地域見守りパト

ロールなどにも非常に協力的である。 

○ 保護者も教育に対する関心が強く学校に理解を示し協力的である。 

○ 児童は素直で明るくとても人懐っこい面を持っており、学校生活でも一生懸命に取り組む姿を多く見るこ

とができる。学習にもまじめに取り組むが、積極的に課題解決に臨むというところまではいかない。また、

じっくり考えることを苦手としている子どももいる。 

（２）学校経営の概要  

  【学校教育目標】 

    

 

  

【めざす学校像】 

 ◇落ち着きの中にも活気あふれる学校      ◇あいさつが飛び交う笑顔いっぱいの学校 

 ◇どの子も居場所があり、温かく支え合い    ◇地域の人々との交流に努め、地域に開か 

  励まし合う学校                れた愛される学校 

【めざす子ども像】 

   最後まで粘り強くがんばり合い、みんなで伸びていく子ども 

        ☆考える子ども       ☆やさしい子ども      ☆がんばる子ども 

        〈確かな学力〉       〈豊かな心〉        〈健やかな体〉 

 

 

 

 

 

   【子どもを育てる教師の構え】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら学び、自ら考える力と豊かな心をもち、たくましく生きる子どもの育成 

自分の考えを持

ち、学び合う子 

相手の気持ちを

わかり認め、励ま

し合う子 

心身をきたえ、ね

ばり強くやりぬ

く子 

命を守る 

心を守る 

人権を守る 生活を守る 

・ 気持ちのよい挨拶励行 

・ 基本的生活習慣の確立 

（早寝・早起き・朝ご飯） 

 

・ 差別を見抜く目を養う 

・ ｢立場をもつ子｣を核とし

た学級経営 

・ 特別支援教育の充実 

 

子どもの真の学力の向上につながる 

・ 危機管理 

・ 情報セキュリティ 

・ 安全指導 

・ 地域・保護者との連携 

・ 組織作り 

 

・ 居心地のよい学級 

・ 自尊感情の育成 

・ 実態に即した道徳授業 

・ 体験活動 

 

子どもを守る 

学力の保障 



  

【本年度学校経営の３つの重点課題】 

 

１ 学力の底上げ（授業力の向上を図り、基礎基本の「学力の底上げ」に努める） 

２ 体力の向上（外遊びを奨励し、体育の授業の充実を図り、「体力の向上」に努める） 

３ 心の教育の充実（家庭と地域の協力を得た挨拶運動の推進から「心の教育の充実」に努める） 

 

（３）学力調査の分析 ～5 年生の調査結果より～ 

  〈学習面〉 

○算数での一領域を除き、全教科で領域・観点ともに目標値を上回っている。 

 しかし県平均を上回るのは、半数にとどまっている。 

※算数では、単純な計算ミスがある。図形では、面積の推察や比べることが苦手である。 

※国語では、作文を書く技能、見直す力にはまだ伸ばす余地がある。 

 特に目的や必要に応じて文章を書く能力を伸ばすことが必要である。 

  ※理科では、観察や実験の技能が定着できていない。 

   生活と結び付けて考えることを多く経験させることが必要である。 

   

 

（４）学力向上の取組 

①学習規律の徹底 
○判田「学習規律」の徹底   
・発表の声の大きさを意識してみんなに聞こえる声にする。 
・発表する時には根拠を言わせる。 

○「判田っ子家庭学習の手引き」の活用 ※家庭と連携し、活用の徹底と見直し・指導 

○小中の系統性を図る（9年間を見通した継続的な取組） 

・教科の課程案や教科書を見合い、課題を明確にして資料を作成 

    ・授業規律を視点に互見授業の実施 
②継続学習の工夫 

○朝の学習タイム（チャレンジタイム）、読書タイムの充実 
・基礎・基本の力を育てるための学習タイム年間プランの活用。年間を通じて全校で系統的・ 
計画的に取り組む。 

・読書に進んで取り組む子どもの育成（ボランティアによる読み聞かせの位置づけ） 
○図書館の活用   
・読む本の種類を広げる取組の継続 

③授業改善と評価                     
○校内研修（外国語活動）により、子どもの表現力を高める。 
○〝めあて″〝課題″と〝まとめ″を明確にした完結型授業 
 ・課題の質を高め、まとめを位置づける。 
○ＩＣＴ機器の積極的な活用   
・電子黒板、iPad 等の積極的な活用 

○互見授業の推進（校内及び小中間） 
・今年度も若手教員を育てること等をねらいに主体的に実施 

○指導教諭を中心とした外国語活動の推進 
○算数・理科好きな児童の育成 
 ・指導方法を工夫しながら分かる授業の実施 
 ・観察や実験の技能を高める授業の工夫 
 ・ノート指導の充実  

④地域や保護者との連携～自力登校、生活習慣、家庭学習など 

  ○年 2回の判田地区教育懇談会の実施（幼・小・中・高・地域・ＰＴＡ） 

○「判田っ子を育てる会」として学校・保護者・地域が一緒に育てていく。 

  ・小中合同の課題について、共に取り組み、学力向上会議を実施（年 2回）。 


